
㊤
ガ
ス
タ
ー
・
リ
ン
ナ
イ
製
㊦
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
ア
イ
シ
ン
精
機
製
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
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国
内
空
調
販
社
を
再
編

ダ
イ
キ
ン

工

業

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応

４月ダ
イ
キ
ン
工
業
（
本
社
・

大
阪
、
岡
野
幸
義
社
長
）
は
、

４
月
１
日
付
で
国
内
空
調
販

売
子
会
社
の
再
編
成
を
行

う
。
広
域
化
す
る
地
域
ニ
ー

ズ
に
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
提
案
が
で
き
る
規
模
の
販

社
に
再
編
成
す
る
も
の
で
、

現
体
制
の
販
売
会
社
の
中
に

あ
っ
た
量
販
営
業
部
の
機
能

を
「
ダ
イ
キ
ン
・
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

（
本
社
・
東
京
、
資
本
金
３

億
円
）
と
し
て
一
カ
所
に
集

約
、
重
点
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
１

つ
で
あ
る
量
販
店
ル
ー
ト
で

量
販
店
専
門
子
会
社
を
設
立

す
る
。

ま
た
、
今
回
の
再
編
で
は

間
接
部
門
の
効
率
化
と
営
業

人
員
の
強
化
を
図
り
、
地
域

販
売
子
会
社
は
空
調
事
業
に

給
湯
・
換
気
・
暖
房
事
業
を

加
え
た
「
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
（
ヒ
ー

バ
ッ
ク
）
事
業
」
の
拡
大
を

目
指
す
。

現
行
の
個
別
地
域
販
社
で

あ
る
ダ
イ
キ
ン
空
調
は
、
東

京
・
神
奈
川
・
関
東
・
千
葉

・
茨
城
を
「
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ

Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東

京

（
本
社
・
東
京
、
同
３

億
３
千
万
円

、
大
阪
・
神

戸
・
京
滋
を
「
ダ
イ
キ
ン
Ｈ

Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
近

畿

（
本
社
・
大
阪
市
、
同

２
億
９
千
万
円

、
東
海
・

静
岡
を
「
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ

Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東
海

（
本
社
・
名
古
屋
市
、
同
１

億
７
千
万
円

、
中
国
・
四

国
を
「
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
中
四
国

（
本
社
・
広
島
市
、
同
１
億

２
千
万
円

、
九
州
・
宮
崎

・
鹿
児
島
を
「
ダ
イ
キ
ン
Ｈ

Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
九

州

（
本
社
・
福
岡
市
、
同

４
千
万
円

、
北
海
道
を
「
ダ

イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
北
海
道

（
本
社
・

札
幌
市
、
同
２
千
万
円

、

東
北
を
「
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ

Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東
北

（
本
社
・
仙
台
市
、
同
９
千

万
円

、
新
潟
を
「
ダ
イ
キ

ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
新
潟

（
本
社
・
新
潟
市
、

同
３
千
万
円

、
北
陸
を
「
ダ

イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
北
陸

（
本
社
・
金

沢
市
、
同
６
千
万
円

、
沖

縄
を
「
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
沖
縄

（
本
社
・
那
覇
市
、
同
４
千

万
円
）
と
す
る
。

組
織
再
編
後
の
販
売
会
社

も
す
べ
て
ダ
イ
キ
ン
工
業
の

１
０
０
％
出
資
。

来
年
２
月

〜

日

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

「
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
＆
Ｒ

」

名
港
液
化
ガ
ス
（
本
社
・

名
古
屋
市
、
奥
村
衛
社
長
）

の
系
列
会
社
で
介
護
事
業
の

安
里
（
同
、
同
）
は
、
名
古

屋
市
中
川
区
の
本
社
隣
接
地

に
東
海
橋
苑
の
２
号
館
「
東

海
橋
苑
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
東

起
」
を
完
成
、
４
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や

コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
オ
ー
ル
ガ

ス
仕
様
の
施
設
に
し
た
。

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
内

覧
会
と
相
談
会
を
開
催
、

日
に
は
、
名
古
屋
市
の
ナ
ゴ

ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
で
、

１
３
０
人
を
集
め
て
竣
工
謝

恩
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
。

同
社
は
安
里
の
運
営
で
平

成

年
４
月
に
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
「
東
海
橋
苑
」

を
開
所
し
、
介

護
事
業
に
進
出

し
た
。
開
業
か

ら

７

年

が

経

過
、
こ
の
ほ
ど

２
号
館
を
完
成

さ
せ
た
も
の
。

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
期
待
値
を
上

回
る
満
足
度
の

提
供
」と
し
た
。

完
成
し
た
２

号
館
は
敷
地
面

積
が
７
７
２
平
方
㍍
、
建
築

面
積
が
９
９
８
平
方
㍍
の
４

階
建
て
。
１
階
に
は
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
フ
ロ
ア
の
小
規
模
多
機
能

型
介
護
居
宅
介
護
、
２
・
３

階
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
∪
∪
∪
と
な
っ
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
１
フ
ロ
ア

に
９
室
、
計

室
を
設
け
た
。

１
階
に
は
、
ひ
の
き
作
り
の

入
浴
施
設
を
導
入
。
お
湯
は

津
市
の
榊
原
温
泉
か
ら
天
然

温
泉
の
湯
を
調
達
す
る
。

設
備
面
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
室

外
機
４
台
の
計

・
５
馬
力

と
各
個
室
に
Ｅ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る

空
調
運
営
を
は
じ
め
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
シ
ョ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
５
㌔
㍗
（
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
製

、
太

陽
光
発
電

㌔
㍗
（
京
セ
ラ

製
）
を
導
入
し
た
。
い
ず
れ

も
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
名
古
屋
支
店
が
設
置

し
た
。
同
社
が
３
シ
ス
テ
ム

を
同
時
に
導
入
し
た
の
は
初

め
て
。

太
陽
光
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

発
電
量
と
Ｃ
Ｏ

削
減
量
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
す
る

専
用
モ
ニ
タ
ー
も
全
国
で
初

め
て
導
入
し
た
。

奥
村
社
長
は
「
当
館
の
電

力
使
用
量
は
１
日
平
均
で
約

９
㌔
㍗
を
想
定
し
て
い
る
。

太
陽
光
と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
両

シ
ス
テ
ム
で
の
発
電
量
は
事

実
上
約

㌔
㍗
。
十
分
オ
ー

ル
ガ
ス
で
運
用
し
て
い
け

る
」
と
し
て
い
る
。

奥
村
社
長
は
内
覧
会
後
に

開
い
た
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー

で

「
創
業

年
、
ガ
ス
事

業
を
開
始
し
て

年
を
迎
え

た
。
介
護
に
は
７
年
前
、
東

海
橋
苑
の
開
業
で
初
参
入
し

た
。
開
業
当
初
は
異
業
種
と

い
う
こ
と
で
本
当
に
苦
労
し

た
。
１
号
館
が
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
２
号
館

オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

ガ
ス
事
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
厳
し
い
。
し
か
し
、

こ
の
介
護
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
で
、
ガ
ス
の
ユ

ー
ザ
ー
が
安
心
し
て
使
っ
て

い
た
だ
け
る
。
他
燃
料
へ
の

切
り
替
え
抑
制
効
果
も
あ

る
。
加
え
て
、
ガ
ス
の
ユ
ー

ザ
ー
が
当
社
の
施
設
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
が
相
乗
効
果
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
こ
の

２
号
館
に
続
い
て
、
ド
ー
ム

型
の
運
動
場
の
開
設
を
目
指

し
た
い
。
要
介
護
の
方
々
が

介
護
に
か
か
ら
な
く
て
も
い

い
よ
う
、
健
康
に
す
る
た
め

の
施
設
を
つ
く
り
た
い
」
と

次
の
事
業
の
狙
い
を
語
っ

た
。
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日
本
冷
凍
空
調
工
業
会

有
馬
秀
俊
会
長

主
催
の

「
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
＆
Ｒ

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
２
０
１
２
（
冷
凍
・
空

調
・
暖
房
展
）
」
が
、
来
年

２
月

日
か
ら

日
の
４
日

間

東
京
・
江
東
区
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る
。

２
月

日
に
開
か
れ
た
概

要
発
表
会
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。同

展
は
冷
凍
空
調
業
界
の

取
り
組
み
、
各
企
業
の
技
術

開
発
や
新
製
品
の
発
表
の
場

と
し
て
２
年
ご
と
に
開
催
さ

れ
る
国
内
唯
一
の
見
本
市
。

前
回
の
２
０
１
０
年
に
は
、

１
４
０
の
団
体
・
企
業
が
出

展
し
、
４
日
間
で
２
万
８
千

人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

同
工
業
会
で
は

「
あ
ら

ゆ
る
温
度
の
未
来
が
見
え

る
。冷

熱
技
術
で
こ
こ
ま
で
見

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ

る
「
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
＆
Ｒ
２
０
１

２
」
へ
の
積
極
的
な
出
展
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

概
要
発
表
会
で
は
、
同
工

業
会
の
岸
本
哲
郎
専
務
理
事

に
よ
る
「
冷
凍
空
調
産
業
の

将
来
展
望
と
次
世
代
冷
媒
に

つ
い
て
」
の
講
演
も
行
わ
れ

た
。

東
海
橋
苑
２
号
館
が
開
所

名
港
液
化

ガ

ス

最
新
の
オ
ー
ル
ガ
ス
仕
様

グループホームＳＯＦＣが注目集める
ＦＣＥＸＰＯ などに 万人

新

エ

ネ

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

東
京
・
江
東
区
の
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際
展

示
場
）
で
開
催
さ
れ
た
国
際

水
素
・
燃
料
電
池
展
で
４

日
、
専
門
技
術
セ
ミ
ナ
ー
が

あ
っ
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
大
阪
ガ

ス
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
か
ら

３
氏
が
講
演
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
発
売
さ
れ
て

間
も
な
い
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の

現
状
を
分
析
し
た
。

講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

■
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社
理
事
燃

料
電
池
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー

清
水
俊
克
氏

◎
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
新
モ
デ

ル
年
６
千
台
生
産

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
発
売
は

平
成

年
５
月
。
こ
の
現
行

モ
デ
ル
の
今
年
１
月
ま
で
の

出
荷
見
通
し
は
５
千
台
だ
。

そ
し
て
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と

性
能
向
上
を
図
っ
た
新
モ
デ

ル
来
年
度
に
発
売
す
る
。

新
モ
デ
ル
の
希
望
小
売
価

格
は
２
７
６
万
円
で
、
現
行

モ
デ
ル
と
比
較
し
て

万
円

安
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
燃

料
電
池
ユ
ニ
ッ
ト
の
部
品
点

数
を

％
削
減
し
た
り
、
同

ユ
ニ
ッ
ト
の
重
量
を

％
軽

量
化
し
た
り
と
い
っ
た
コ
ス

ト
削
減
策
の
成
果
だ
。
ま
た
、

１
年
ご
と
に
必
要
だ
っ
た
定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
２
・
５

年
ご
と
に
長
期
化
し
、
さ
ら

に
交
換
部
品
数
を
３
分
の
２

に
減
ら
し
た
。
こ
の
こ
と
で

定
期
メ
ン
テ
費
用
も
大
幅
に

削
減
で
き
る
。

燃
料
電
池
ユ
ニ
ッ
ト
と
貯

湯
ユ
ニ
ッ
ト
を
一
体
化
し
省

ス
ペ
ー
ス
化
を
図
っ
た
。
ま

た
耐
久
時
間
を
現
行
の
４
万

時
間
か
ら
５
万
時
間
に
長
時

間
化
し
た
。

新
モ
デ
ル
は
年
６
千
台
以

上
の
生
産
体
制
を
構
築
す

る
。
燃
料
電
池
市
場
は
平
成

年
に
は
年
６
万
〜

万
台

市
場
に
成
長
す
る
と
見
て
い

る
。
将
来
的
に
は
２
千
億
〜

３
千
億
市
場
に
育
て
た
い
。

■
大
阪
ガ
ス
執
行
役
員
リ

ビ
ン
グ
事
業
部
リ
ビ
ン
グ
開

発
部
長

藤
田
正
樹
氏

◎
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
顧
客
を

プ
レ
ミ
ア
ム
化

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
新
築
住

宅
を
メ
ー
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
販
売
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
こ
の
た
め
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
の
営
業
担
当
者
へ
の

勉
強
会
を
徹
底
し
て
実
施
し

た
。
住
宅
展
示
場
で
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
と
太
陽
光
発
電
を
設

置
し
た
り
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
や
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
を
中
心
と
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し

た
。
調
査
で
は
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
の
認
知
度
は

％
ま
で
向

上
し
て
お
り
、
今
後
は
商
品

理
解
度
を
高
め
た
い
。

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
商
品
価

値
、
そ
し
て
顧
客
満
足
度
を

高
め
る
た
め
、
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
設
置
顧
客
に
プ
レ
ミ
ア
ム

対
応
を
す
る
。
設
置
は
社
内

有
資
格
者
が
丁
寧
な
施
工
を

す
る
。
問
い
合
わ
せ
入
電
時

に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表
示
し
、

ス
キ
ル
の
高
い
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
が
対
応
す
る
。

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は

年
度

に
１
３
８
６
台
、
今
年
度
は

月
末
ま
で
で
１
７
４
８
台

販
売
し
た
。
昨
年
度
も
今
年

度
も
目
標
を
達
成
で
き
た
。

設
置
先
は
Ｗ
発
電
住
宅
が

％
を
占
め
、
牽
引
役
に
な
っ

て
い
る
。

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
設
置
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
と
こ

ろ

「
国
の
補
助
金

「
光
熱

費
節
約
の
期
待
感

「
サ
ブ

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
勧
め
」
が

大
き
な
購
入
要
因
に
な
っ
て

い
た
。
特
に
光
熱
費
は
、
購

入
後
の
満
足
感
に
大
き
く
影

響
す
る
重
要
要
素
だ
。
ま
た

「
床
暖
房
や
浴
室
暖
房
乾
燥

機
が
使
え
る
」
も
、
購
入
要

因
、
購
入
後
の
満
足
感
双
方

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す

「
光
熱
費

「
床
暖
房
・
浴

室
暖
房
乾
燥
機
」
が
訴
え
る

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

さ
ら
な
る
普
及
の
た
め
に

は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
必
要

だ
。
現
在
で
は
、
国
の
補
助

金
を
使
っ
て
も
初
期
費
用
の

回
収
ま
で
に

年
か
か
る
。

年
を
超
え
る
と
と
た
ん
に

注
目
度
が
低
く
な
る
の
で
、

ま
ず
は

年
を
目
指
し
た

い
。
理
想
は
５
〜
７
年
で
回

収
で
き
る
こ
と
だ
。

■
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
総
合

技
術
研
究
所
副
所
長

吉
村

守
氏◎

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
カ
シ

コ
ク
つ
か
う
」

住
宅
商
品
は
時
代
と
と
も

に
変
遷
し
て
き
た
。
当
社
の

商
品
で
言
え
ば
、
平
成

年

の
「
環
境
光
房
」
（
テ
ー
マ

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用

、

年
の
「
Ｉ
―
ｗ
ｉ

ｓ
ｈ

Ｓ
Ｒ

（
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ

、

年
の
「
セ
ン
テ

ナ
リ
ア
ン
（
健
康
・
快
適

、

年
の
「
ジ
ー
ヴ
ォ

（
人

や
自
然
、
次
世
代
と
の
つ
な

が
り
）
と
、
そ
の
時
代
に
合

わ
せ
た
テ
ー
マ
や
商
品
づ
く

り
を
し
て
い
る
。

今
年
か
ら
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
×
Ｅ

ｃ
ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
ス
マ
エ

コ
ハ
ウ
ス
）」
を
発
売
す
る
。

テ
ー
マ
は
「
先
進
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
と
、
自
然
と
調
和

し
た
暮
ら
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
カ
シ
コ
ク
つ
か
う
、
新
し

い
生
活
提
案
」
だ
。
独
自
の

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
付
け
、
Ｉ
Ｔ
を

駆
使
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

住
宅
を
目
指
す
。

当
社
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
設
置
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
設
置

前
の
導
入
要
因
と
は
違
っ
た

価
値
観
を
感
じ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

導
入
前
は
経
済
的
な
メ
リ

ッ
ト
を
重
視
し
て
い
た
人
が

エ
コ
に
関
心
を
持
っ
た
り
、

そ
の
逆
も
あ
っ
た
。
ま
た
設

置
し
た
設
備
以
外
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
関
心
も
高
ま
っ

て
い
る
。
意
識
を
変
え
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
「
見
え
る
化

。

こ
れ
が
重
要
だ
。

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
分
析

Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

専
門
セ
ミ

ナ

ー

３
氏
が
技
術
講
演

奥村衛社長

22
・
５
馬
力
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
導
入

東
海
橋
苑
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

東
起
外
観

ＪＸ日鉱日石エネ
ルギー製

「
Ｆ
Ｃ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
第

７
回
国
際
水
素
・
燃
料
電
池

展
）
」
な
ど
関
連
７
展
示
会

で
構
成
す
る
世
界
最
大
規
模

の
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ
ｅ
ｅ

ｋ
２
０
１
１

（
主
催
・
リ

ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン
）
が
２
日
か
ら
４
日
ま

で
の
３
日
間
、
東
京
・
江
東

区
有
明
の
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
で
開
か
れ
た
。
世
界
各
国

か
ら
専
門
家
や
関
係
企
業
な

ど
約

万
人
が
来
場
し
た
。

「
新
エ
ネ
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
で

は

「
Ｆ
Ｃ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

の
ほ
か

「
第
４
回
国
際
太

陽
電
池
展
〜
Ｐ
Ｖ

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
２
０
１
１

「
第
２
回
国

際
二
次
電
池
展
〜
バ
ッ
テ
リ

ー
ジ
ャ
パ
ン

「
第
２
回
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
施
工

展

「
第
１
回
エ
コ
ハ
ウ
ス

＆
エ
コ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

「
第
１
回
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

「
第

２
回
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
向

け

量
産

試
作

加
工
技

術
展
」
で
構
成
。
コ
ア
展
示

会
で
あ
る
「
Ｆ
Ｃ

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
で
は
、
世
界

カ
国
か

ら
約
４
５
０
社
が
出
展
す
る

な
ど
、
世
界
最
大
規
模
と
な

っ
た
。

展
示
で
は
、
燃
料
電
池
の

セ
ル
ス
タ
ッ
ク
な
ど
部
品
・

要
素
技
術
か
ら
、
燃
料
で
あ

る
水
素
の
製
造
・
貯
蔵
・
供

給
技
術
、
製
品
の
評
価
・
測

定
・
分
析
・
検
査
ま
で
幅
広

い
関
連
企
業
の
技
術
が
集
結

し
た
が
、
特
に
来
場
者
の
注

目
を
集
め
た
の
は
、
開
発
中

の
技
術
が
製
品
と
な
っ
た

「
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
・
製

品
ゾ
ー
ン

。

定
置
式
燃
料
電
池
で
は
、

次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

固
体
酸
化
物
形
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
）

が
注
目
を
集
め
た
。
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
財
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）
ブ

ー
ス
で
は
、
同
財
団
が
経
済

産
業
省
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
連
携
し
て

展
開
し
て
い
る
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
画
メ
ー
カ

ー
６
グ
ル
ー
プ
∪
∪
∪
ガ
ス
タ

ー
・
リ
ン
ナ
イ
、
京
セ
ラ
、

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

・
ア
イ
シ
ン
精
機
、
日
本
特

殊
陶
業
の
実
証
機
が
一
堂
に

揃
っ
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
、
高
分
子
膜

を
電
解
質
に
利
用
す
る
Ｐ
Ｅ

Ｆ
Ｃ
（
固
体
高
分
子
形
）
に

対
し
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
を
利

用
す
る
た
め
、
陶
業
系
メ
ー

カ
ー
が
開
発
に
参
画
し
て
い

る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
。
作

業
温
度
が

〜

度
Ｃ
、
発

電
効
率
が

〜

％
の
Ｐ
Ｅ

Ｆ
Ｃ
に
対
し
、
よ
り
高
い
作

業
温
度
（
７
０
０
〜
１
千
度

Ｃ
）
と
発
電
効
率
（

〜

％
）
が
期
待
さ
れ
、
特
に
大

量
の
高
温
水
が
得
ら
れ
る
た

め
、
家
庭
用
か
ら
大
規
模
ま

で
利
用
で
き
る
次
世
代
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
と
し
て
商
用

化
が
待
た
れ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｆ
の
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
設

置
運
転
事
業
者
か
ら
の
デ
ー

タ
収
集
と
分
析
、
技
術
的
課

題
の
抽
出
が
目
的
で
、
実
証

に
つ
い
て
は
、
①
大
阪
ガ
ス

（
京
セ
ラ
、
ト
ヨ
タ
・
ア
イ

シ
ン
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
②
東
京

ガ
ス
（
京
セ
ラ
、
ト
ヨ
タ
・

ア
イ
シ
ン
、
ガ
ス
タ
ー
・
リ

ン
ナ
イ
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
③
北

海
道
ガ
ス
（
京
セ
ラ
、
ト
ヨ

タ
・
ア
イ
シ
ン
）
④
西
部
ガ

ス
（
同
）
⑤
東
邦
ガ
ス
（
ト

ヨ
タ
・
ア
イ
シ
ン
、
日
本
特

殊
陶
業
）
⑥
東
京
電
力
（
京

セ
ラ
）
⑦
東
北
電
力
（
同
）

⑧
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
（
自
社
製
）
⑨
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

（
同
）
∪
∪
∪
な
ど
９
事
業
者

が
６
メ
ー
カ
ー
・
９
機
種
で

行
っ
て
い
る
。
平
成

年
度

に
は
全
国
で
１
０
１
台
、

年
度
か
ら
の
累
計
で
は
入
れ

替
え
分
を
含
め
２
３
３
台
に

達
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に

実
証
を
終
了
、
こ
こ
で
得
た

知
見
を
も
と
に
早
期
商
品
化

へ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

る
。
同
展
に
単
独
ブ
ー
ス
を

出
展
し
た
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
年

月
に

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
発
売
を
発
表
し

て
お
り
、
他
各
社
も

年
度

中
に
は
商
品
化
す
る
見
通
し

だ
。Ｎ

Ｅ
Ｆ
実
証
機
は
、
い
ず

れ
も
定
格
出
力
７
０
０
㍗
機

の
都
市
ガ
ス
仕
様
（
Ｊ
Ｘ
日

鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
は
専

用
灯
油
仕
様
）
で
、
定
格
発

電
効
率
は
Ｌ
Ｈ
Ｖ
（
低
位
発

熱
量
）
で

〜

％
、
定
格

総
合
効
率
同

〜

％
を
目

標
に
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

に
比
べ

発
電
ユ
ニ
ッ
ト

貯

湯
ユ
ニ
ッ
ト
と
も
に
小
型
・

省
ス
ペ
ー
ス
化
し
て
い
る
の

が
外
見
上
の
最
大
の
特
徴
。

一
方
、
個
別
の
企
業
ブ
ー

ス
で
は
、
東
京
ガ
ス
が
２
０

１
１
年
版
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

（
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
）
の
実
機
を
出

品
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
で
、

①
従
来
機
比
で

万
円
減
の

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
②
同

二
分
の
一
の
省
ス
ペ
ー
ス
と

建
物
と
の
距
離
な
ど
設
置
制

約
の
緩
和
③
業
界
ト
ッ
プ
の

環
境
性
能
実
現
④
〝
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
見
え
る
化
〞
な
ど
リ

モ
コ
ン
機
能
充
実
∪
∪
∪
な
ど

が
特
徴
。

ま
た
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
と

と
も
に
、
２
０
１
１
年
度
版

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
（
同
）
も
出

品
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
の
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
機
（
都
市
ガ
ス

仕
様
は
２
０
１
０
年
度
商
品

機
を
継
続
）
で
、
定
格
出
力

を
現
行
機
の
７
５
０
㍗
か
ら

７
０
０
㍗
に
変
更
す
る
こ
と

で
、
発
電
効
率
を
Ｌ
Ｈ
Ｖ
で

％
（
現
行
機

％

、
総

合
効
率
を
Ｌ
Ｈ
Ｖ
で

％

（
同

％
）
に
高
め
た
。
さ

ら
に
、
現
行
機
の

を

と
す
る
な
ど
静
音
化
も
図

っ
た
。
暖
房
付
き
を
標
準
機

と
し
、
寒
冷
地
仕
様
の
２
機

種
を
発
売
す
る
。

一
方
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
連
企

業
の
ブ
ー
ス
出
展
で
は
こ
の

ほ
か
、
岩
谷
産
業
が
赤
外
線

通
信
機
能
付
コ
ン
パ
ク
ト
デ

ィ
ス
ペ
ン
サ
や
水
素
自
転

車
、
水
素
ロ
ー
リ
フ
ト
な
ど

水
素
関
連
技
術
を
、
水
素
供

給
技
術
関
連
で
ハ
マ
イ
が
独

・
Ｗ
Ｅ
Ｈ
ガ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
社
と
共
同
で
水
素
充
填
ノ

ズ
ル
や
燃
料
レ
セ
プ
タ
ク

ル
、
宮
入
バ
ル
ブ
製
作
所
が

液
体
水
素
用
バ
ル
ブ
や
Ｌ
Ｎ

Ｇ
用
バ
ル
ブ
を
中
心
に
ブ
ー

ス
を
出
展
し
た
。

燃
料
電
池
自
動
車
で
は
、

業
界
関
連
で
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
出
光
興
産
、

コ
ス
モ
石
油
、
昭
和
シ
ェ
ル

石
油
、
岩
谷
産
業
、
大
陽
日

酸
、
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
、
シ

ナ
ネ
ン
な
ど
が
参
画
す
る
Ｊ

Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
水
素
・
燃
料
電
池

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
ブ
ー
ス
で
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
「
Ｆ
Ｃ
Ｈ

Ｖ
―
ａ
ｄ
ｖ

、
本
田
技
研

工
業
が
「
Ｆ
Ｃ
Ｘ

ク
ラ
リ

テ
ィ
」、
日
産
自
動
車
が
「
Ｘ

―
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
Ｃ
Ｖ
」

の
各
車
両
、
水
素
供
給
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
（
タ
ツ
ノ
メ
カ

ト
ロ
ニ
ク
ス
製
）
な
ど
を
展

示
し
た
ほ
か
、
燃
料
電
池
自

動
車
や
水
素
エ
ン
ジ
ン
自
動

車
の
試
乗
会
も
行
っ
た
。
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（７） ２０１１年（平成２３年）３月２８日（月曜日） プロパン・ブタンニュース （第３種郵便物認可）（７） ２０１１年（平成２３年）３月２８日（月曜日） プロパン・ブタンニュース （第３種郵便物認可）


